
平成22年(2010)10月２日(土)　８：５５～１４：５０　　　　　会場：活水女子大学看護学部大講堂
（国立病院機構長崎医療センター敷地内）

会長：米倉正大　国立病院機構長崎医療センター院長

開会挨拶

(８：５５)　

一般演題Ⅰ （４題）

(９：００～９：４０) 座長　沖縄県立中部病院 宮城良光　

1 田子診療所化による急性冠症候群患者への影響について

　　　　八戸市立市民病院　救命救急センター 安部智大　

2
離島における多数傷病者の救急搬送における対応の検討
　～　実際を想定した机上訓練を通して　～

　　　　隠岐病院外来看護科 加藤真紀子　

3 過疎地域を抱えた地域の救急医療　～民間病院の役割と問題点～

　　　　医療法人芳越会　ホウエツ病院 林 秀樹　

4 超高齢化過疎地域に起こった能登半島地震を振り返る

金沢大学医薬保健研究域医学系
血液情報発信学（救急医学）

稲葉英夫　

一般演題Ⅱ （４題）

(９：４０～１０：２０) 座長　岸和田徳州会病院 篠崎正博

5 東京都島しょ医療機関と当院消化器内科との連携

　　　　東京都立広尾病院　消化器内科 小山茂

6 新潟市民病院救急外来における佐渡島からの受診症例の検討

新潟市民病院 救命救急・循環器病・脳卒中センター 井上重宏

7
院外心停止における入電～現場到着時間、搬送時間から定義された救急
へき地における院外心停止の特色と市民の対応の分析

金沢大学医薬保健研究域医学系
血液情報発信学（救急医学）

稲葉英夫

8 東京都島しょ遠隔画像伝送システムの使用状況と問題点の検討

　　　　東京都立広尾病院　総合救急診療科 中島康

一般演題Ⅲ （４題）

(１０：４０～１１：００) 座長　札幌医科大学医学部　高度救命救急センター 浅井康文

9
教育力による地域の医療再生の試み
　～長崎大学病院、平戸市民病院の５年間のまとめ～

　　　　長崎大学病院　へき地病院再生支援・教育機構 中桶了太

10
離島からヘリコプター搬送された患者家族のファミリーハウスへの思い
　～しまの救急ファミリーハウス利用者のインタビューから～

　　　　活水女子大学看護学部 竹末加奈

11 全国離島における妊婦管理および分娩の現状と課題

　　　　隠岐病院産婦人科 加藤一朗

12 へき地・離島医療における飛行艇運用の意義

　　　　倉敷芸術科学大学
生命科学部生命科学科(医療工学)

三戸惠一郎

平成２１年度　調査研究報告

(１１：００～１１：３０) 座長　久留米大学医学部　救急医学 坂本照夫

1 北海道南西沖地震から完全復興までの道のりと医療の現状

　　　　札幌医科大学　救急集中治療講座 浅井康文

2
ハイレゾリューション画像伝送システムを用いた遠隔地救急医療支援シス
テム開発

　　　　広島大学病院　高度救命救急センター 廣橋伸之



研究報告

(１１：３０～１１：４５) 座長　久留米大学医学部救急医学 坂本照夫

へき地に勤務する医師のキャリアデザインのモデルの提案

　　　　自治医科大学　救急医学 今道英秋

総会

(１１：４５～１２：０５)

講演

(１２：０５～１２：１５) 座長　久留米大学医学部　救急医学 坂本照夫

雑誌編集に関して

研究会雑誌編集長
帝京大学医学部　ちば総合医療センター地域医療学

井上和男

特別講演

(１２：１５～１２：５５) 座長　国立病院機構　長崎医療センター 米倉正大

長崎県離島医療を振り返って未来を考える
　～ヘリを飛ばすこと、心電図電話伝送から始まった長崎医療センターで
の取り組み～

NPO法人　卒後臨床研修評価機構　専務理事 岩﨑 榮

シンポジウム 「基幹病院とへき地離島医療機関の連携の在り方に関して」

(１３：００～１４：５０) 座長　地域医療振興協会　西吾妻福祉病院 折茂賢一郎

　　 座長　国立病院機構　長崎医療センター 髙山隼人

1 へき地医療拠点病院の離島診療所への支援と連携

　　　　沖縄県立中部病院 宮城良光

2
隠岐諸島の医療機関と島根県立中央病院を中心とした本土側医療機関
の連携

　　　　隠岐病院 加藤 一朗

3
拠点病院とへき地・離島医療の連携の在り方
　～長崎県上五島地域の医療連携の現状と将来～

　　　　長崎県上五島病院 八坂貴広

4 離島をフィールドとした地域医療人教育

長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科 前田隆浩

閉会の挨拶

(１４：５０)　


